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研究成果の概要（和文）：本研究は、日英語の文法・語用論的現象を、「言語使用の三層モデル」という理論的観点か
ら考察した。この理論では、言語使用は、「状況把握」、「状況報告」、「対人関係」という三つの層からなり、言語
のもつ自己中心性が英語のように「公的自己」（伝達の主体としての話し手）にあるか、日本語のように「私的自己」
（思考・意識の主体としての話し手）にあるかによって、三つの層の組み合わせが異なるとする。文法と語用論の関係
にかかわる日英語の差は、主に、この三つの層の組み合わせの違いから生じることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study investigated grammatico-pragmatic phenomena in Japanese and English 
from the theoretical perspective of the “three-tier model of language use,” which states that language 
use consists of three tiers called “situation construal,” “situation report,” and “interpersonal 
relationship,” and that languages differ as to how the three tiers are combined, according to whether 
their basic egocentricity lies in the “public self” (i.e. the speaker as the subject of communicating), 
as in English, or the “private self” (i.e. the speaker as the subject of thinking or consciousness), as 
in Japanese. It was shown that grammatico-pragmatic differences between Japanese and English stem 
primarily from the difference in the way the three tiers are linked in each language.

研究分野：人文学・言語学・英語学
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１．研究開始当初の背景 
 認知言語学的観点からの日英語対照研究
では、日本語は英語に比べて、話し手が状況
に主体的に関与する度合いが強いため、当該
状況がより主観的に把握されるということ
が明らかにされている。一方、社会言語学的
観点からの日英語対照研究では、日本語は、
情報伝達の際、聞き手との社会的・心理的関
係を常に考慮しなければならないが、英語は
その限りでないという点が強調されている。 
 認知言語学における主観性が話し手個人
と状況の関係にかかわるのに対し、社会言語
学では話し手の対人意識の重要性に焦点が
当てられる。日英語における文法と語用論の
関係を考察する際は、この両面にしかるべき
注意を払う必要がある。つまり、上記の認知
言語学的観点と社会言語学的観点を統合す
る理論が求められなければならない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、文法と語用論の関係にかかわる
日英語の違いを記述・説明するための一般的
枠組みを提示し、それをもとに体系的で実証
的な対照研究を行うのが目的である。ここで
の枠組みは、代表者（廣瀬）がこれまで一連
の研究で論じてきた「公的自己」（伝達の主
体としての話し手）と「私的自己」（思考・
意識の主体としての話し手）という観点を発
展させた「言語使用の三層モデル」と呼ぶも
のである。言語使用は、「状況把握」、「状況
報告」、「対人関係」という三つの層からなり、
言語のもつ自己中心性が英語のように公的
自己にあるか、日本語のように私的自己にあ
るかによって、三つの層の組み合わせが異な
る、とする理論である。文法と語用論の関係
にかかわる日英語の差は、この三つの層の組
み合わせの違いから生じるということを基
本仮説として研究を進める。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、代表者が提案する「言語使用の
三層モデル」に基づいて、文法と語用論の関
係にかかわる日英語の言語現象を対照言語
学的に考察するものである。したがって、で
きるだけ様々な現象を広く深く研究するた
めに、五名の研究者がそれぞれ専門的に得意
とする領域に対応して、主に、次の五つの研
究単位を設け、互いに緊密な連携を取りなが
ら研究を進める。 
 (1) 主観性・モダリティ・ポライトネスに
関する日英語対照研究（担当：廣瀬幸生） 
 (2) 時制とアスペクトに関する日英語対
照研究（担当：和田尚明） 
 (3) 意味役割と情報構造に関する日英語
対照研究（担当：加賀信広） 
 (4) 削除・省略・照応に関する日英語対照
研究（担当：島田雅晴） 
 (5) 文接続と接続構文に関する日英語対
照研究（担当：金谷優） 
 これ以外にも、関連する現象の考察・検討

なども随時行う。上記研究単位のうち、(1)
と(2)と(5)は、特に、認知意味論、機能論、語
用論の視座を重視し、一方、(3)と(4)は生成文
法および形態統語論の視座も重視する。この
役割分担によって、意味と形式のバランスの
とれた研究を目指す。 
 
４．研究成果 
 (1) 本研究の最も大きな成果は、言語使用
の三層モデルに関して、次の①から④までの
各主張の妥当性を日英語の言語データに基
づいて示すことができた点である。 
① 状況を捉え、それを言語化する話し手を、
伝達の主体としての「公的自己」と、思考・
意識の主体としての「私的自己」という二つ
の側面に解体する。英語は公的自己中心の言
語、日本語は私的自己中心の言語と特徴づけ
られる。 
② 言語使用は、「状況把握」（私的自己によ
る思いの形成）、「状況報告」（公的自己によ
る思いの伝達）、「対人関係」（公的自己によ
る聞き手への配慮）という三つの層からなり、
言語のもつ自己中心性が公的自己にあるか、
私的自己にあるかによって、三つの層の組み
合わせが異なる。 
③ 公的自己中心の英語では、通常、状況把
握と状況報告が一体化し、それに対人関係の
層が付加される。状況把握と状況報告が一体
化するということは、状況を報告する状況外
の視点が優先されるということであり、話し
手は、報告上必要なことはできるだけ言語化
することになる。したがって、話し手自身が
状況に当事者として関与するときでも、報告
者の視点は、状況内の自己を他者と同様に言
語化される側におく。一方、状況報告と対人
関係が一体化していないということは、状況
報告において、聞き手との特定の関係に依存
しない、無標の情報伝達レベルを想定するこ
とができるということである（話し手と聞き
手は言語的に対等で、双方向的関係にある）。
そのうえで、聞き手との関係に応じた対人配
慮（ポライトネス）が加味され、言語使用が
決定される。 
④ 私的自己中心の日本語では、通常、状況
把握が状況報告および対人関係から独立し
ている。したがって、状況把握においては、
話し手は自由に状況の中に身をおき、状況内
から状況を捉えることができ、また、すでに
自分の意識の中に確立していることは言語
化する必要はない。しかし一方、状況報告は
対人関係と一体化しており、話し手は、聞き
手との特定の関係を考慮し、かつ、その関係
において自己を規定し、状況報告を行わなけ
ればならない。したがって、状況報告におい
ては、対人関係の視点ができるだけ言語化さ
れなければならず、対人関係に中立的な、無
標の情報伝達レベルを想定することはでき
ない。 
 (2) 言語使用の三層モデルの要点は、図
示すると下図のようになる。図における略語



や記号の意味するところは図の下に記した
通りである。話し手の自己中心性（○で囲ん
だ Sで、無標の直示的中心をなす）が公的自
己にあるのが英語で、私的自己にあるのが日
本語である。図１において状況報告の Sから
状況把握の Sへの縦矢印は、英語では状況を
把握する私的自己が、状況を報告する公的自
己の観点から捉えられ表現されることを表
し、図２における状況報告の Sから対人関係
の Sへの縦矢印は、日本語では公的自己は状
況を報告する際に聞き手との対人関係の把
握も表現に込めることを表す。 
 

 
 (3) 言語使用の三層モデルは、言語の機能
に対応する言語使用のレベルを想定するこ
とで、文法と語用論の関係を総合的に捉える
枠組みになっている点に大きな特色がある。
三層のうち、状況把握層は思考を表現する機
能、状況報告層は情報を伝達する機能、対人
関係層は対人関係に配慮する機能にそれぞ
れ対応する。そして、日英語の差はこの三層

の組み合わせが異なることから生じると主
張する点に、このモデルの独創性がある。た
とえば、英語では、状況報告と対人関係が一
体化していないということがコミュニケー
ションにおける情報伝達の側面と対人配慮
の側面（フェイスの維持）を分けて考えやす
い理由となる。一方、日本語では、状況把握
が状況報告と独立していることから、独り言
など思いのレベルの表現は対人関係への配
慮なしでいいが、状況報告は対人関係と一体
化していることから、情報伝達には常に対人
配慮が不可欠となる（そして、これが対人関
係に応じた表現を豊かにする）。このような
帰結がほかにも、日英語の文法・語用論に関
して、様々な形で導くことが可能になってい
る。 
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